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自動車販売・民間車検工場・損害保険代理店

株式会社 北 陽 商 会
住所： 岡山県新見市新見３２７－１

ＴEL： (0867)72-2173

FAX： (0867)72-2270

Mail： hokuyo@mx3.tiki.ne.jp

URL： https://ecohokuyo.web.fc2.com

《 沿 革 》

昭和 27年 7月 自動車部品販売店 北陽商会を開業
37年 9月 自動車販売整備業 株式会社北陽商会を設立【認証番号:30-185】

平成 3年 11月 指定自動車整備事業者認定【指定番号:岡619-12345678】
18年 5月 エコアクション21認証登録【認証番号:0000744】

8月 岡山エコ事業所(一般事業所)認定取得【認定番号:10028号】
22年 5月 岡山県地球温暖化防止活動表彰受賞【岡山県】
23年 5月 環境保全優良事業所受賞【中国運輸局】
24年 3月 岡山エコ事業所(ゼロエミッション)認定取得【認定番号:30056号】
25年 3月 第17回環境コミュニケーション大賞大賞受賞(環境大臣賞)【環境省他】
28年 4月 こども110番のクルマ屋さんへ登録【自動車整備振興会】
30年1０月 水銀灯及び蛍光灯をすべてＬＥＤに交換

令和 1年 2月 災害時支援協力事業場へ登録【岡山県】
3年 ５月 おかやまプラスチック３R宣言事業所登録【登録番号:５号】

8月 健活企業認定【全国健康保険協会岡山支部】
４年 ３月 事業継続強化計画認定【中国経済産業局長】

5月 代表取締役社長に山﨑篤史が就任し山﨑保彦は取締役会長として留任
5年 2月 岡山県ＢＣＰ認定（地震・風水害・感染症）【登録番号:2023-012】
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１．はじめに

～ 自動車検査証がデジタル化!! ～

代表取締役社長 山﨑篤史

最近、「DX(デジタル・トランスフォーメーション)」という言葉を、テレビや新聞といっ

たメディアで耳にするようになりました。ＤＸとは、デジタル技術を活用して、ライフ

スタイルやビジネススタイルをより良いものに変えていくことをいいます。

自動車整備業界もデ

ジタル化が進み、２０１７

年に電子適合証にな

り、2023年1月以降に

愛車をご購入の「新規

検査」や「継続検査」を

受けられた方の車検証

が、左図のように「電子

車検証」に変わってい

ます。

「電子車検証」は、従来の車検証とは違い、A6サイズ相当の厚紙に「ICタグ」を貼

付し高さが1/2、幅が約60％に縮小されました。

新しい「電子検査証」の「表面の○A 」は、基礎的情報のみとなり、その他の情報は「ICタグ

○B 」に格納されています。「ICタグ○B 」に格納された情報は、「ICカードリーダ」や、読み取り

機能付き「スマートフォン」で参照することが可能ですが、「QRコード○C 」では「自動車検査

証の有効期間」のみ確認ができません。

日本には「車検」という制度があるおかげで、日本を走るすべての自動車が定期的に

整備を行い安全な状態を保てており「整備不良のクルマを走らせない」「未然に事故を

防ぐ」という意味からも車検制度は必要だと思います。整備不良で、一歩間違えれば大

事故となり、他人を死に追いやってしまう可能性もありますし、ブレーキの効きの甘さ

やタイヤのすり減り、エンジンの不具合などのわずかな整備不良でも大惨事になる危険

性をはらんでいます。では、実際に自動車の故障を防ぐための「車検」は、どのような

検査をするのでしょう。

車検の主な点検項目を、次ページより下段に紹介し「12．おわりに」で「検査ライン」の図

を掲載してありますので、車検の重要性を今一度ご理解いただければ幸いです。

２
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２．事業所の概要

［１］事業者名

株式会社北陽商会

代表取締役社長 山 﨑 篤 史

［２］所在地及び連絡先
〒718-0011

岡山県新見市新見327－1

電話：(0867)-72-2173

FAX：(0867)-72-2270

Mai l：hokuyo@mx3.tiki.ne.jp

［３］事業の概要
【各種自動車販売】

軽四から特殊車まで、各メー

カーの新車、未使用車や中古車

は日本全国122ヶ所のオークシ

ョン会場から直接購入できます。

【民間車検工場】

車検・点検・一般修理・事故修理など、自動車のことなら

素早く確かな真心サポートの「中国運輸局指定工場」です。

【損害保険代理店】

自動車保険はもちろん、火災や旅行・ゴルフ保険などの損害保険代理店

で、事故処理から保険金請求、相手との示談交渉まで何でも相談できる「事

故対応力専門認定代理店」です。

［４］事業の規模 ※社員数は代表者を含む年度末の人数です。

年 度
平成30年度 令和1年度 令和２年度 令和3年度 令和４年度

項目・単位

社 員 数 人 １2 １２ １１ １１ １１

総 面 積 ㎡ １,９８５ １,９８５ １,９８５ １,９８５ １,９８５

［５］認証･登録の範囲【事業活動全般】
自動車の整備・販売、損害保険代理店業務
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３．企業理念・環境理念・環境経営方針

環境経営方針

環境保全推進体制を構築し、下記方針を定め全社員に周知し取り組

みます。

（１）二酸化炭素排出量削減を推進します。

（２）廃棄物削減と分別処理を推進します。

（３）水使用量削減を推進します。
（４）化学物質を適正に管理し使用します。

（５）環境に優しい自動車販売とエコ整備・エコドライブ普及を

推進します。

（６）自動車リサイクル部品や環境配慮商品による省資源化を推
進します。

（７）経済・社会・政策等の状況を踏まえ、環境経営の継続的改

善を推進します。

（８）環境関連法規制等を遵守します。

平成１７年 ５ 月 １ 日 制 定

平成２９年 ４ 月 ３０日 改 定

令和 ４年 ５ 月 １ 日 改 定

株式会社 北 陽 商 会

代表取締役 山﨑篤史
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４．実施体制及び主な役務

［１］実施体制（令和5年4月30日現在）

代表取締役 山 﨑 篤 史
環境経営委員長 山 﨑 篤 史

会長 山 﨑 保 彦 工場部門責任者 小 林 晃

環 境 経 営 委 員 会 事務部門責任者 石 井 康 視

アドバイザー 山 﨑 保 彦

工場部門責任者 小林 晃 事務部門責任者 石井康視

整 備 課 池 田 政 則 経 理 課 藤 野 信 美
〃 高 下 謙 二 〃 山 本 祥 子
〃 森 脇 永 雄 営 業 課 羽 場 憲 太
〃 赤 木 宏

［２］代表取締役：山﨑篤史

（1）企業理念・環境理念・環境経営方針の制定

（2）環境経営責任者及び各部門責任者任命

（3）環境経営システムの実施及び資源準備

（4）環境経営マニュアルの作成と変更

（5）四半期毎に環境経営の評価と見直し

（6）環境経営活動の評価と指摘と是正確認

（7）社内情報の外部公開可否の決定

（8）自動車リサイクルシステム情報管理

（9）環境関連法規のチェック(各種契約書

等の管理)

［３］環境経営委員長：山﨑篤史

（1）環境経営委員会の総括運営

（2）環境経営レポートの編集責任者

（3）委員会で環境経営の実績報告

（4）環境経営システムを維持するための処置

（5）環境経営システム確立のための教育や訓練など部門責任者に指示・実施

（6）緊急事態想定と手順書の作成及び訓練実施

５
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［４］環境経営委員会

（１）委員長・各部門責任者とアドバイザーの役務

環境経営委員長：山﨑篤史（代表取締役社長）

※環境経営委員会総括運営及び委員会議長・情報収集・教育訓練等

工場部門責任者：小林 晃（サービス課長）

※リサイクル部品使用促進・廃棄物流通・エコ商品拡販推進等

事務部門責任者：石井康視（営業主任）

※省資源・省エネ推進・エコドライブ推進・車両販売と入庫促進等

アドバイザー：山﨑保彦（会長）

※「環境経営レポート」編集についての助言及び、課題解決のために

何をすべきかという具体的な行動にたどり着くよう、過去の経験や

情報・知識を活かした助言等を行う。

（２）環境経営委員会の概要

毎月第２金曜日12時～14時開催とし､昼食を共にしながらエコアクシ

ョン21の要求事項の構築、実施、管理及び進捗状況の調整と推進方法の

提案を行うと共に、内部コミュニケーションの充実を図る。

６
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問題を考察し最善の方向
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５．環境経営の状況

EA21の認証登録をした平成１８年度の数値を全て100とし昨年度までの状況です。

①～⑤は環境活動として、二酸化炭素排出量（電気は令和2年1月中国電力排出係

数0.462kg-CO2/kWh使用）・廃棄物排出量、水使用量を折れ線グラフの総入庫台

数と比較。また事業活動に合ったエコ整備台数を総入庫台数と、リサイル部品売上

を総部品売上と比較、⑥⑦は経営活動として、総入庫台数、車検・点検台数を棒グ

ラフで、新見市の毎年5月1日の人口を折れ線グラフで比較しています。また、化

学物質は、スプレー缶等に微量含まれていますが適正な管理使用をしています。

７
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② 廃 棄 物 排 出 量

■＝廃棄物排出量＆

■

＝入庫台数

H20年度から産廃(廃油・廃バッテ

リー)を販売し削減でき、H27年度

からは、お客様の廃タイヤは購入先

に引き取ってもらうのでお客様の廃

タイヤは排出量に含めていません。

③ 水 使 用 量

■＝水使用量＆

■

＝入庫台数

約80％が洗車使用なので、H19年

度に洗車方法を改め、H23年度に井

戸を掘り地下水利用を始めました。

大型車の減少と入庫台数の減少に比

例し洗車使用量が減少しています。

① 二酸化炭素排出量

■＝CO2排出量＆

■

＝入庫台数

社員の意識が左右します。H18年

度の一台あたりの排出量は、23.8

㎏でしたが、R3年度は13.7㎏にな

りました。また、H30年度に全照

明をLEDに変え削減できています。
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④ エ コ 整 備 台 数

■＝エコ整備台数＆

■

＝入庫台数

H16年度に燃費向上整備として導

入し燃料高騰で伸びていたのです

が、年々低燃費車が増加し減少。

前年度よりタイヤに窒素ガス充填

するエコ整備を推進しています。

⑦ 車 検 ・ 点 検 台 数

■＝車検･■＝点検＆

■

＝新見市人口

市の免許保有者は令和1年に2万人

を切り、令和4年は18,570人で、

64才以下が11,391人以上が7,17

9人、若い人ほど検査ラインを通す

だけの格安車検に流れています。

⑤ リサイクル部品売上

■＝リサイクル部品売上＆

■

＝部品売上

電装品の性能が良くなり故障が減

り一年保証を付けたリビルト電装

品や、事故が減ったことでバンパ

ーやドア・ドアミラーなどの中古

部品の売上も減少しています。

⑥ 入 庫 台 数

■＝入庫台数＆

■

＝新見市人口

新見市の車検を受けなければなら

ない車両台数は、特殊車～乗用車

が約1万台、軽四輪車が13,770台。

人口減少による管理車両の減少が

入庫台数に影響を与えています。
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６．5ヶ年環境経営目標と今年度の取組

[１］5ヶ年環境経営目標 (令和2年度～令和6年度)

新見市では人口減少が続き、事業所の廃業、高齢化で免許証返納者の増加、

また、コロナ禍が市場に影響をおよぼしています。しかし、同業者の廃業もあ

り、これをチャンスと捉え補助金でリフト・エアーコンプレッサーを交換、

OBD(車載式故障診断)点検・車検の推進、自動車特定整備事業所認定を取得、

DX化に伴いOSS推進、電子車検証読取装置など、今後の事業活動を先取りし

た取組で同業他社との差別化を図り、信頼され愛される企業をめざし、令和1年度

を基準に下記５ヶ年環境経営目標を策定しました。

年 度 基 準 年 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度
新 見 市

人 口 28,522 27,991 27,371 27,068 26,453

項 目 ／ 年 度 令和 1 年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

二酸化炭素排出量 (kg) ４0,804 ４0,396 39,988 39,580 39,172 38,764

令和１年度基準 (%) 100% 99% 98% 97% 96% 95%

廃棄物排出量 (ｔ) ２.８９ ２.８６ ２.８３ ２.８０ ２.７７ ２.７５

令和１年度基準 (%) 100% 99% 98% 97% 96% 95%

水使用量 (m３) ４９４ ４８９ ４８４ ４７９ ４７４ ４６９

令和１年度基準 (%) 100% 99% 98% 97% 96% 95%

エコ整備 (台) ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ ３０

令和１年度基準 (%) 100% 100％ 100% 100% 100% 100%

リサイクル部品使用 (万円) ３１２ ３１５ ３１８ ３２１ ３２４ ３２８

令和１年度基準 (%) 100% 101% 102% 103% 10４% 10５%

入庫台数 (台) ２,８５３ ２,８８２ ２,９１０ ２,９３９ ２,９６７ ２,９９６

令和１年度基準 (%) 100% 101% 102% 103% 10４% 10５%

車検台数 (台) ４６９ ４７4 ４７８ ４８３ ４８８ ４９２

令和１年度基準 (%) 100% 101% 102% 103% 104% 105%

点検台数 (台) ２４５ ２４７ ２５０ ２５２ ２５５ ２５７

令和１年度基準 (%) 100% 101% 102% 103% 104% 105%

※上記目標は令和1年度を基準に定めたもので、次年度の目標は前年度の結果と事業を取り

巻く環境の変化を的確に捉え、毎年、別途「チャレンジ目標（P１９）」を策定しています。
9
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［２］SDGsへの取組（気候変動との関係性）

上記関連図の引用を快諾いただいた「NPO法人環境文明21」の藤村コノヱ代表には、

2012年に『経営者環境力大賞』の表彰をしていただき、また「環境コミュニケーショ

ン大賞」の審査人として長年にわたり弊社のレポートを審査されておられ、この度、レ

ポートへの引用をお願いするにあたり、お話しをお伺いすることができました。

藤村氏は『気候変動による影響は、豪雨や暴風などによる直接的な被害だけでなく生態

系、経済活動、保健衛生や福祉に至るまで、様々な形で長期的に現れてくる。気候変動への

対策は、SDGｓに挙げられた17の目標達成に繋がってくる。御社の事業内容とSDGsの関係

をもっと明確にすれば付加価値創造も可能になり有限な地球環境の中でも生き残れる。御社

のレポートは毎年読ましていただいたが、事業内容とSDGsを紐付けされていたので貢献で

きている。関連図の１～６は人間生活、７～11は繁栄、12～15は地球、16番は平和を、それら

全てを17番のパートナーシップで実現する関連図だ。』とのお話しをお伺いできました。

今年度は、この関連図を参考にSDGsへの取り組みを進化させると共に「ゼロカー

ボン・アクション30」への取り組みをお客様にも共感の輪を広げていきます。
１0

Ửởỡế᣸ᤊॵௌᬣឫ௷᜷ᑔỀὣЂἕẩЯႵἿৌᝯ৮ὕࠡҹ৮ὣሦ៍Ἠ὏ἪẪỬởỡἼὀᦂ

ׇἿௌᬣί̵ᾍἝᘘኟἦὝἷἕ὜ἰὒẩᠦؐᾭᾷᾛἸὀ᝵ἵἢԅἬἻἕ᣸ἿௌᬣὕͤӃװὣẩ

ώάᾧᾷᾈ̵ᾯὣЂἕ៝ὐג὜Ἱ὜ἤἹἸẩᦂׇἿௌᬣၛ੪ὣ૪୫Ἢ὜ἤἹἝԅಶ὏ἪẪἮἿ਱

Ꮊ್ὣዟಘὉ᥆Ἠἷ἞὏ἪẪ׾װἝό̵ᾔ̵Ὁ໇Ὕ὜ἹẩṹṬṮ᣸൥Ἷܢ



令和 4 年度 [環境経営レポート]

［3］「ゼロカーボン・アクション30（環境省）」を広く世間に流布
「ゼロカーボン・アクション30」は、8つのカテゴリーに分け脱炭素につながる行

動を紹介しています。脱炭素を「難しい問題」と考えず、会社や社員としてできること、

家族でできること、まずは自分ができることから取り組んで行きましょう！

1. 再エネ電気への切り替え

2. クールビズ・ウォームビズ

3. 節電

4. 節水

5. 省エネ家電の導入

6. 宅配サービスをできるだけ一回で受

け取ろう

7. 消費エネルギーの見える化

８. 太陽光パネルの設置

９. ZEH(省エネの家)

10. 省エネリフォーム

11. 蓄電池(車載の蓄電池)・省エネ給湯

器の導入、設置

12. 暮らしに木を取り入れる

13. 分譲も賃貸も省エネ物件を選択

14. 働き方の工夫

15. スマートムーブ(自転車、公的機関)

16. ゼロカーボン・ドライブ(EV車等)

17. 食事で食べ残さない

18. 食材の買い物や保存などによる食

品ロス削減の工夫

19. 旬の食材、地元の食材でつくった

菜食を取り入れた健康的な食生活

20. 自宅でコンポスト(堆肥にする)

21. 持っている服を長い期間大切に着

る

22. 長く着られる服をじっくり選ぶ

23. 環境に配慮した服を選ぶ

24. 使い捨てプラスチックの使用をな

るべく減らす。マイバッグ、マイボ

トルなどを使う

25. 修理や修繕をする

26. フリマ・シェアリング(交換・売買)

27. ごみの分別処理

28. 脱炭素型の製品・サービスの選択

29. 個人のESG投資

30. 植林やごみ拾いなどの活動
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［4］環境経営委員会の方針

環境経営委員長：山﨑篤史(代表取締役社長)

昨年度、経済産業省「事業継続強化計画」に認定を受け、「岡山

県BCP認定」は、感染症が落ちたので★二つ、本年度（地震・風水

害・感染症）の★三つに再挑戦。また、前々ページの「SDGs1３．気

候変動」を中心にした関連図で、EA21（環境経営）とBCP（事業継

続計画）への取り組みは、共にＳＤＧｓがゴールであると確信した。

本年度は、藤村氏の関連図を参考に環境経営(EA21)とSDGs

の関係性を進化させ新たなシステムを検討していく。

工場部門責任者：小林 晃

整備業界もDX化が進み、10月にはOBD点検が始まり、来年1月

には「電子検査証」になる。検査証には必要最小限の記載事項を

除き「ICタグ」に記録されるようになりA4版からB6版に変わ

る。今から準備期間として継続検査、電子検査証の読み取り方、

変更手続きの仕方等を学び運輸局への電子提出書類等も確認し事

業の効率化を図る。それに伴いレバレートアップを実施する。

事務部門責任者：石井康視

世界情勢や資源価格の高騰で、電気代等経費が高騰している。

電力会社の2022年４月の料金は、2016年の電力自由化以降

もっとも高い水準となった。日本の電気料金は今後も高騰する

見通しだ。化石燃料の高騰、それに伴う原材料や電気代の値上げ

が、日本企業の収益を悪化させる危機感が広がっている。太陽光発

電PPA方式を検討すると共に、様々な経費削減を検討する。

アドバイザー：山﨑保彦(取締役会長)

社員全員が経営者です。経営は難しいと考える必要はありま

せん。一番のポイントはお客様を知ることです。お客様と話をし

ていれば必ず情報発信をしています。それを正確にキャッチし、改

善点を見つけ改革案を提案することが業績アップに結びつきます。

それが経営の基本です。既存のお客様をファンに育てることを常

に頭において日々の仕事に感謝を忘れず推進していきましょう。
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７．今年度の実績と考察
［１］今年度の実績

各グラフの 折線が９ページ[１]5ヶ年環境経営目標で、■の縦棒が基

準年度、■の縦棒が達成年度、■の縦棒が未達成年度です。

（１）環境活動の取組 【■目標・■達成・■未達成】

環境負荷項目 ／ 年 度 基準年 令和 4 年度目標 令和 4 年度実績

二酸化炭素排出量 (kg/年) 40､804 ３９,５８０ｋｇ ３１,８８６ kg

令和1年度基準/達成率(%) 100% 令和1年度より3％削減 (達成率) １２４ %

廃 棄 物 排 出 量 (t/年) 2.89 ２.８０ ｔ ２.６７ ｔ

令和1年度基準/達成率(%) 100% 令和1年度より3％削減 (達成率) 1０５ %

水 使 用 量 (m３/年) 494 ４７９ m
３

３８７ m
３

令和1年度基準/達成率(%) 100% 令和1年度より3％削減 (達成率) １２４ %

エ コ 整 備 台 数 (台数) 30台 ３０ 台 ５２ 台

令和1年度基準/達成率(%) 100% 令和1年度と同台数 (達成率) １７３ %

自動車リサイクル部品売上 (万円) 312万円 ３２１ 万円 ２６５ 万円

令和1年度基準/達成率(%) 100% 令和1年度より３％増収 (達成率) ８３ %
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二酸化炭素排出量

保有台数減少や車の性能が良く

なり一般整備が減少しました。

コロナ禍でお客様の行動が変化

しましたので、今まで以上に信

頼されるお客様対応をします。

廃 棄 物 排 出 量

産業廃棄物(汚泥)が昨年度の3倍

でましたが達成できました。次

年度はアフターコロナでの環境

経営問題、プラスチックゴミな

どの社会問題に取り組みます。
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（２）経済活動の取組 【■目標・■達成・■未達成】

環境負荷項目 ／ 年 度 基準年 令和 4 年度目標 令和 4 年度実績

入 庫 台 数 (台) 2,,853 ２,９３９ 台 ２,４６１ 台

令和1年度基準/達成率(%) 100% 令和1年度より３％増加 (達成率) ８４ %

車 検 台 数 (台) ４69 ４８３台 ４２８ 台

令和1年度基準/達成率(%) 100% 令和1年度より３％増加 (達成率) ８９ %

点 検 台 数 (台) ２４3 ２５２ 台 １９６ 台

令和1年度基準/達成率(%) 100% 令和1年度より３％増加 (達成率) ７８ %
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エ コ 整 備

冬タイヤに窒素ガス充填をする

ことで、空気が抜けることが抑

制でき雪道でのグリップ力が良

くなります。次年度は夏タイヤ

にもお勧めしていきます。

水 使 用 量

入庫台数減少で達成できました

が単純に喜べません。納車時に

お客様が『キレイにしてくれて

ありがとう』と喜んでいただけ

る洗車は今後も続けます。

リ サ イ ク ル 部 品

お客様へ提案する時に、新品

かリユース(中古)かリビルト

(再生)か、それぞれのメリッ

ト・デメリットを説明しお客

様と相談しています。
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（３）地域社会との共創

①地域社会との共創

・新見第一中学校より中学生職場体験生（2名）を受入

・岡山県BCP認定制度(地震・風水害・感染症)の★三つ認定

②クルマの環境と安全安心向上

・「アクセルとブレーキ踏み間違い防止装置」拡販（新見市から補助金）

・検査証のIT化による「特定記録等事務代行者」の申請

③健康保持で豊かなカーライフ

・車室内の隅々まで除菌抗菌薬剤噴霧の取り扱いを行っている。

・新見市と共催し「NHKラジオ体操講習会(神郷町)」を開催

１５
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入 庫 台 数

コロナ禍でクルマでの移動が減

ると共に性能が向上し一般整備

が減少しました。お客様の乗り

方に合わせた予防整備の提案を

していますが未達成でした。

車 検 台 数

免許証返納や人口減少で保有台

数の減少が続き、管理車両が減

ってきています。お客様から紹

介していただけるような信頼関

係をもっと密にしていきます。

点 検 台 数

営業車の法定点検は義務化され

ていますが、コロナ禍で動かな

かったためと、個人の車の点検

義務に対する意識が薄く、お勧

めしていますが未達成でした。
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（４）環境負荷の全体像

［２］環境コミュニケーションの実施
（１）ウェブ・コミュニケーションの充実

ホームページで「環境経営レポート」の公表と情報提供など

（２）地域コミュニケーションの支援

「環境経営レポート」配付・「こども110番のクルマ屋さん」・「災害時支援協力事

業場」・「中学生職場体験生受入」・新見市と共催「NHKラジオ体操講習会」など

（３）内部コミュニケーションの実施

四半期毎「環境経営活動報告会（進捗状況を全社員で共有）」の開催・社員から

の意見や提案を募集・環境経営方針等の社内掲示・毎月初日社長訓示・毎朝朝礼

・環境活動への取組評価と社員表彰・「環境経営レポート」を全社員で校正など

１６
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整備入庫台数 2,461台

428台 車検 点検 196台

株 二酸化炭素排出量 31,886㎏
式 ガソリン 16，897㎏ (53.0%)
会 電 気 12，371㎏ (38.8%)

エネルギー投入量 社 灯 油 1,972㎏ (6.2%)
7，283ℓ ガソリン 北 軽 油 529㎏ (1.7%)
26，777ｋｗｈ 電 気 陽 ＬＰガス 117㎏ (0.4%)

792ℓ 灯 油 商
205ℓ 軽 油 会 廃 棄 物 排 出 量 2,674㎏
39㎏ ＬＰガス 事 一般廃棄物 2，014㎏ (75%)

業 産業廃棄物 660㎏ (25%)
活
動 水 使 用 量 387㎥（

公共用水域 294㎥ (76．0%)
水 投 入 量 自 下 水 道 93㎥ (24.0%)
294㎥ 地 下 水 動
93㎥ 上 水 車 廃 棄 物 再 利 用

販 廃オイル 2,700ℓ
売 廃バッテリ 420㎏
整
備 環 境 負 荷 低 減
業 エコ整備 52台）

リサイクル部品 265万円
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８．環境関連法規の違反、訴訟等の有無

［１］適用となる主な環境関連法規
適用となる主な規制法令と該当する活動

規 制 法 令 法令の要求事項 規制対象設備＆項目

環 境 基 本 法 環境への負荷の低減 事業活動全般

産業廃棄物処理委託 産業廃棄物処理委託契約書
廃 棄 物 処 理 法 マニフェストの保管 ５年間保管

保管場所 掲示板(60㎝×60㎝)表示事項

循環型社会形成推進基本法 廃棄物排出抑制 廃棄物排出抑制の処置

資 源 有 効 利 用 促 進 法 資源有効利用 リサイクル部品の使用推進

自 動 車 リ サ イ ク ル 法 引取業者登録 ５年毎の更新

家 電 リ サ イ ク ル 法 家電製品適正引渡し 指定引取り所への引き渡し

フ ロ ン 排 出 抑 制 法 設置＆使用環境の管理 簡易点検の実施

グ リ ー ン 購 入 法 環境配慮商品の購入 環境配慮商品(法適用外)

水 質 汚 濁 防 止 法 貯油施設 油水分離槽定期的点検清掃

騒 音 規 制 法 特定施設設置届出 空気圧縮機届出

振 動 規 制 法 特定施設設置届出 空気圧縮機届出

P R T R 法 化学物質使用取扱管理 自主規制（法適用外）

消 防 法 消防計画等の規定 少量危険物貯蔵届出他

※環境関連法規等の改正情報は、(一財)環境イノベーション情報機構

(EIC)に登録し、法的要求事項等の確認及び見直しをしています。

［２］遵守状況評価結果並びに違反、訴訟等の有無
（１）遵守状況評価結果について

環境関連法規制等の取りまとめ表及び、遵守状況チェック表で問題の無

いことを確認しました。

（２）違反、訴訟等について

関係機関等からの指摘、地域住民からの苦情も訴訟等も無く、関係当局

よりの違反等の指摘もEA21認証登録以来ありません。
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９．代表者による全体評価と見直し結果
《□=達成・□=未達成・□=前年並み》

１８
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化学物質使用量

水性塗料に変えたので使

用していませんが、スプ

レー缶に微量に含まれて

います。安全管理と安全

使用を心がけましょう。

エ コ 整 備

エンジン関係の洗浄が減

少傾向ですが、冬タイヤ

への窒素ガス充填は伸び

ています。夏タイヤにも

お勧めしましょう。

リサイクル部品

コロナ禍で車の動きが悪

く事故や故障が減ってま

すが、リユースやリビル

ト部品のメリットをお話

しお勧めしましょう。

CO 2排出量

入庫台数減少もあり削減

できましたが、整備売上

の目標を、常に忘れずお

客様に喜んでいただける

様な提案をしましょう。

廃棄物排出量

廃棄物管理分別はできて

います。これからも続け

ましょう。また、印刷に

失敗した用紙の裏面使用

を徹底しましょう。

水 使 用 量

洗車してキレイな愛車を

ご納車することは、お客

様が大変喜んで下さいま

す。どんなクルマも洗車

してご納車しましょう。

入 庫 台 数

管理台数が減っています

が、お客様が困っている

ことの情報を聴き取り、

私たちにできることを提

案していきましょう。

車 検 台 数

車を使用されているお客

様は必ず車検を受けられ

ます。早めの訪問や電話

連絡を行い入庫や代替え

の提案をしましょう。

点 検 台 数

年に一度のOBD点検が

義務化されましたので、

お客様に法定点検と合わ

せてご説明し予防整備を

お勧めしましょう。

緊急事態訓練

マンネリ化していた訓練

も岡山県BCP制度認定

を受けましたので、訓練

の時間が増えますが本気

で取り組みましょう。

SDGsの活動

EA21の目標やBCPへ

の取組は、全てSDGsの

17の目標につながって

います。家庭においても

実践していきましょう。

環境コミュニケーション

レポートを活用しステ
ークホルダーとの相互
理解を深め、いただい
たご意見をさらなる改
善につなげましょう。
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10．次年度の取組と環境経営目標

［１］アフターコロナ到来の課題とチャンス

アフターコロナとは、コロナ禍をある程度コントロールできる

ようになっても、すべてが元にもどらないということです。入庫

台数も販売台数の減少もすぐには元に戻らないでしょう。

次年度はアフターコロナ到来になります。すでに消費者の意識や行動は変わり、

市場も企業もその変化は避けられない状態なので、その変化をチャンスと捉えた

マーケティング戦略を構築しなければなりません。

①『今まで以上のユーザーニーズへの対応』

純真な気持ちでお客様がお困りのことを解決しお役に立つ。

②『整備技術の高度化への対応』

車の技術革新は進化しそれに伴う最新技術の強化を図る。

③『入庫・販売台数を増やすための工夫』

弊社の社会的有用性を運用し情報発信の強化を図る。

なお、次年度は本年度の実績を基に、下記「チャレンジ目標」に挑戦します。

［２］次年度の「チャレンジ目標」

青数字が今年度の実績で、緑数字が次年度四半期毎の「チャレンジ目標」です。

項 目 四半期毎の「チャレンジ目標」

昨年度 二酸化炭素排出量実績 6,922㎏ 13,424㎏ 22,663㎏ 31,886㎏

チャレンジ目標 (基準年より、79%) 6,900㎏ 13,000㎏ 22,000㎏ 31,000㎏

昨年度 廃 棄 物 排 出 量 実 績 0.44ｔ 1.05ｔ 2.34ｔ 2.67ｔ

チャレンジ目標 (基準年より、90%) 0.40ｔ 0.80ｔ 2.20 t 2.50ｔ

昨年度 水 使 用 量 実 績 ㎥ ㎥ ㎥ ㎥93 190 291 387

チャレンジ目標 (基準年より、76%) ㎥ ㎥ ㎥ ㎥90 180 270 360

昨年度 エ コ 整 備 台 数 実 績 4台 20台 44台 52台

チャレンジ目標 (基準年より、200%) 15台 30台 45台 60台

昨年度 リサイクル部品売上実績 50万円 106万円 202万円 265万円

チャレンジ目標 (基準年より、86%) 70万円 140万円 210万円 280万円

昨年度 入 庫 台 数 実 績 550台 1,194台 1,782台 2,461台

チャレンジ目標 (基準年より、88%) 650台 1,300台 1,950台 2,600台

昨年度 車 検 台 数 実 績 108台 203台 290台 428台

チャレンジ目標 (基準年より、93%) 120台 240台 360台 480台

昨年度 点 検 台 数 実 績 51台 101台 149台 196台

チャレンジ目標 (基準年より、78%) 50台 100台 150台 200台
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［３］次年度の目標達成に向けて

（１）新型コロナウイルスによる経営環境の変化

新型コロナウイルスによる市場の変化、顧客のニーズの変

化を確実に読み取り、市場を分析して車両販売・高度なサー

ビスを売り込んでいく柔軟な経営戦略を図ります。

（２）売上回復・向上のための取り組み

車両販売や入庫台数を増やすための工夫、サービスの向上(アフターフォ

ローの実施など)、リピートしていただける工夫、新サービス開発と新サー

ビスの情報発信、新市場開拓などを全員で取り組みます。

（３）岡山県BCP認定(地震・風水害・感染症)とEA21活動でSDGsへの貢献

快適な自動車社会構築のため自らも誇れる会社を目指し、地域社会の一員

としての自覚をもち、積極的に地域の避難訓練や関連事業、社会活動に参加

し地域社会に貢献します。

（４）「記録等事務代行者」業務委託の申請

車検証の電子化による、運輸支局等への出頭不要を実現するた

め、「記録等事務代行者」を申請します。認定されると運輸支局

長等から委託を受けて記録等事務代行サービスができるようにな

り、自社で電子車検証の記録更新及び検査標章等の印刷が可能に

なります。

（５）環境関連法規及び道路運送車両法の遵守

「環境関連法規等」の改正等の情報を収集し遵守すると共に「道路運送車

両法」がDX化等により検査証の電子化及び記録等事務委託制度が始まりま

した。データとデジタル技術を活用し顧客や社会のニーズを基に整備書類の

流れを変革すると共に、業務そのものを変革し優位性を確立します。

（６）総合付加価値経営（用品販売・エコ整備・新中車両販売・損害保険等）

2020年4月に新型コロナウイルスの感染拡大に対する緊急事態宣言が発

表されてから3年を経過し、経済活動の変化や普段の生

活の変化に影響を与えています。その変化をチャンスと

捉え全社員で営業し「チャレンジ目標」を達成します。

（７）その他

今期より代表取締役が変わりましたが「環境経営目標」及び「環境経営方

針」・「環境経営計画」・「環境経営マニュアル」は変更しません。また、代表

者が環境管理委員長を兼務しますので「環境経営実施体制と主な役務」が多

少変更されてますので確認して下さい。
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１１．主な環境経営活動（資料）

令和４年 ５月 ６日 代表取締役社長に山﨑篤史が就任

4月末で山崎保彦が代表取締役から取締役会長に退いた

ので、5月1日より山﨑篤史が代表取締役社長に就任した。

新代表取締役より就任挨拶と今年度の方針が発表された。

「クールビズ」を岡山県へ宣言（５月６日～９月末）

１６日 令和４年度「環境経営目標」と車検・点検や整備料金改定

(レバレート変更等)についての発表(環境経営委員会)

２６日 岡山県「産業廃棄物管理票交付等状況報告書」送付

７月１０日 環境経営レポート Vol：18（令和3年度）発行

特集として「～BCP～緊急事態に生き抜く」とし、令和3

年度経済産業省「事業継続力強化計画」の認定を受け、合

わせて「岡山県BCP認定制度」において地震・風水害が認

定されたので、ステークホルダーとの相互扶助のための特

集として、各ページ下段に、災害時に命を守り、事業を継続

するために、被害を最小限に留める方法等を特集にした。

２７日 「エコアクション21更新審査」9回

８月 １日 「エコアクション21更新審査」での指摘事項等結果報告

８日 「労働安全衛生法による技能講習」受講：山﨑篤史

労働安全衛生法に定める、金属アーク溶接等にて発生す

る「溶接ヒューム」が、特定化学物質になるので「労働安全

衛生法による技能講習」の修了資格を有する者の中から、

「金属アース溶接作業主任者」を選任することになる。山﨑

篤史が技能講習を修了したので作業主任者となった。

9月３０日 「脱炭素×SDGs×EA21」：広島県主催 受講：山崎保彦

国際的な目標である「SDGs」と「脱炭素経営」への取り

組みと、EA21環境経営方針や事業計画は関連付けること

ができる。EA21を推進していくことは、SDGs・脱炭素経営

へ取り組むことであるとの講演があった。

弊社では、10ページ「[2]SDGsへの取組」で環境文明2

1藤村代表の関連図を紹介したが、「EA21×BCP×脱炭素

＝SDGs」と解釈し今後の環境経営を推進していく。

２１
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令和 4 年度 [環境経営レポート]

９月３０日 「岡山県BCP」申請書類の面接（岡山県産業振興事業団）

「岡山県BCP認定」申請書類の全体見直し（社員へ回覧）

「岡山県BCP認定」は、地震、風水害、感染症の３部門あ

り、昨年度は感染症が認定されなかった。本年度、３部門認

定を目指し地震、風水害は訓練を通しての改訂内容を、感

染症は、面接で指摘された、社員が感染症を疑われる場合

また、感染症になった場合の対処方法を付け加えた。

１０月 ６日 「岡山県BCP」面接でのの指摘内容を訂正送信

１３日～ 新見第一中学校ふるさと職場体験生（２年生二名）受入

１４日 作業服等(帽子・つなぎ服・軍手・タオルなど)を弊社にて

準備し、中学二年生の男子２人を２日間受け入れた。この事

業は、新見市の産業を支え地域活性化に取り組んでいる企

業や人々を知り、自分にできることを考える学生を育てるた

めの事業。一日目は座学と整備士と共にクルマを確認しな

がら構造を学び、二日目には、整備士がついて「日常点検」

を実践しクルマの安全性や環境性の重要さを学んだ。

１５日 土下座祭りに「御殿町まちあるきガイド」ボランティア

２２日 「岡山県BCP」面接審査に向け全体見直し校正（委員会）

１１月１日 「ウォームビズ」を岡山県へ宣言（１１月１日～３月末）

２日 新見市と共催「NHKラジオ体操講習会」（旧神郷町）

２１日 「SDGsセミナー」倉敷市・高梁市主催 受講：山崎保彦

講師の水野雅弘氏から「SDGsが生み出す未来のビジネ

ス」と題して、なぜ、中小企業はSDGsに取り組まないとい

けないのか、SDGsを取り入れた持続可能な企業経営とは

どういうことなのかとのレクチャーがあり、その後、個人で

今、困っていることを数枚づつ大きめのふせん紙に書き出

し、その後、数名のグループに分かれ「ワークショップ」が

行われた。当グループは、私が議長となり全員から困ってい

ることを書いたふせん紙を読み上げ、内容によりグループ

分けした後、テーマを『人口減少問題』に絞り、講師からの

アドバイスをいただきながら議論しその結論を発表した。

10日 「岡山県BCP」面接審査（テクノサポート：審査員７名）

２８日 「エコアクション21オブザイヤー2022」へ応募

（レポート部門・ソーシャル部門の二部門に応募）

【募集要項】 12月 9日 委員会にて29日に予定している訓練内容について協議
２２
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１２月２９日 地震・オイル漏洩・火災・風水害・感染症訓練

昨年度は「BCP机上訓練」をしたので、本年度は火災・オ

イル漏洩訓練を主に行い、その後、地震が発生した場合、

風水害が発生した場合、社員に感染症の疑いが出た場合、

誰がどのように行動するのかを、全社員で中小企業庁「中

小企業策定運用指針」のフロー図を見ながら初動対応の担

当者をリーダーにフロー図の流れに沿い行動してみた。

風水害の初動対応で、社員より『道路の側溝に雑草が生

えており道路上の雨水が敷地内に入ってくる。』との指摘が

あり、年明け早々にも岡山県に相談することとした結果、新

年早々に側溝の雑草を処理してもらえた。

１月 ６日 「太陽光発電PPA方式」導入について社員の是非を問う

PPA（Power Purchase Agreement）とは電力販売

契約という意味で第三者モデルともよばれている。企業が

保有する施設の屋根などを事業者が借り、無償で発電設備

を設置し、発電した電気を企業が施設で使うことで、電気料

金とCO2排出の削減ができる方法。そのメリット、デメリット

をできるだけ詳しく全社員説明し意見を聞いた。

２９日 岡山環境フォーラム（主催：環境保全事業団）

「SDGs」・「脱炭素」をテーマに、博報堂DYホールディン

グスの川延昌弘氏が、『SDGsの取組みに向け、官民で連

携する仕組み作りが大切だ』、また、『地球の資源は有限で

あり、いつまでも掘って出てくると思うなかれ、未来世代に

責任を果たしたければ、有限な資源をどう使っていくかを考

えていくことが大人の責任だ』、また、東京大学未来ビジョ

ン研究センターの江守正多氏が、『気候変動は私たちが思

っているより急激に進んでいる。気候変動よりも、気候危機

だ』との講演があった。

藤村コノヱ氏の「SDGs13.気候変動」を真ん中に置き放

射線状にSDGs1～17の関連図を改めて考えさせられた。

2月16日 令和4年度省エネWEBセミナー（主催：岡山県）

社員にとって省エネが、我慢、節約という消極的なイメー

ジではなく、21世紀における新しい積極的な事業スタイル

であるというイメージの構築を図ることが重要なポイント。

『事業活動、事業場の環境仕様などについて、省エネの

理解を深め、省エネに向けた行動を実践することで、社員

意識の醸成を図り、省エネ型の新しい事業スタイルを定着

させ、多くに人々へ普及しよう。』との講演があった。
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２８日 「エコアクション21オブザイヤー2022」受賞

（環境経営レポート部門・ソーシャル部門共に優良賞受賞）

本年度は「環境経営レポート部門（71社）」、「ソーシャル

部門（24社）、のべ95社の事業者から応募があり、受賞企

業が決定した。弊社は「環境経営レポート部門」及び「ソー

シャル部門」に応募した結果、共に「優良賞」をいただくこと

ができた。『この表彰は環境経営レポート及び社会課題解

決につながる取り組みを顕彰することで、脱炭素社会の実現、
SDGsの達成に向けた中小企業における多様な取り組みを国内

に広く発信すると共に、こうした動きを加速化させることを目的』

として（一財）持続性推進機構が昨年より始めた表彰制度。

２月 2日 「岡山県ＢＣＰ認定事業者★3つ」に認定

岡山県は、災害等不測の事態が発生した場合でも、事業

を継続するために必要なＢＣＰ(事業継続計画)について、優

れた取組や、取引先や地域と連携した取り組みを行う事業

者を認定することにより、ＢＣＰ策定や優良な取り組みの普

及を図るため、『岡山県ＢＣＰ認定制度』を昨年度より実施。

弊社は昨年度応募した結果、地震・風水害（★2つ）は認

定されたが感染症が認定されなかったので、本年度、改め

て応募したところ、地震・風水害・感染症（★3つ）共に認定

された。

４月２３日 「太陽光発電パネル設置」

以前、弊社の屋根に、リース契約で太陽光発電パネルを

設置管理を行う会社が太陽光パネルを設置した。このシス

テムで発電された電力の、100Vのみ弊社で利用し余りは

中国電力へ売電する。

太陽光発電システムを導入することで推定10,000kwh/

年の発電量があり、電気使用のCO2排出量が約37％削減

できる計算になる。

２７日 「記録等事務委託制度について」認定

令和１年５月に「道路運送車両法」の一部を改正する法律

により、令和５年１月から自動車検査証を電子化するととも

に、継続検査に係る自動車検査証への記録等に関する事務

及び自動車検査証の変更登録等に関する事務を、国土交

通大臣が一定の要件を備える者に委託する制度（記録等事

務委託制度）が創設され代行者としての認可を受けた。

これにより、オンラインで申請ができるようになり、継続

検査等で運輸支局等への来訪が不要になった。なお、軽自

動車検査協会は、令和６年１月より導入予定。
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1２．おわりに

「車の検査ライン～自動化？～」

環境経営委員会

令和3年3月に、国土交通省から人工知能(AI)等を活用した完成検査の自動化ガイド

ラインが発表され、各自動車メーカーは完成検査の自動化検査機器の開発・導入が促進

されている。これは、平成29年頃から、複数のメーカーが無資格者による完成検査や、燃

費や排気ガス測定のデータ改ざんなどが相次ぎ発覚、令和3年には、トヨタとレクサス販売

店12社13店舗の指定工場で、合計6,503台の不正車検があったからだろう。

主な違反は「排ガス検査未実施」「4WD車の速度計未検査」「ヘッドライト光度改ざん」

「サイドスリップ計測値改ざん」「パーキングブレーキ検査未実施」等々。

メーカーが完成検査を人工知能(AI)等での自動化が始まれば、いずれ指定工場の「継

続検査」への導入も検討されるようになるのではなかろうか？

近年、AI(人工知能)は著しい進化を遂げている。普段の生活の中でも気付かないうちに、

AIによる高度な技術の影響や恩恵を受けているものもあり、その技術発展には目を見張るも

のがある。AIの性能が人類の知能を超え、人類に代わって文明の主役になると予測されてい

るのが、2045年問題。

さて、2045年、車の整備や車検はどのように変わっているのだろう・・・・・

２５
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地球環境を守ろう!!

『地球』と『人』と『車』に優しい
“エコカー”をお勧めしています。


